
<< わカ込 第 111号

f 

平成8年 1月25日(1) 

ネ
ズ
ミ
は
十
二
支
の
最
初
の
子
に
あ
て

ら
れ
、
尊
ば
れ
て
い
る
。
特
に
白
ネ
ズ
ミ

は
大
黒
様
の
使
者
と
し
て
、
古
く
か
ら
吉

兆
と
さ
れ
て
き
た
。
「
ね
ず
み
の
お
年
玉
」

な
ど
と
い
っ
て

正
月
に
ネ
ズ
ミ
に
供
物

を
そ
な
え
る
地
方
も
あ
る
。

伝
説
で
は
「
ね
ず
み
浄
土
」

の
話
が
名

山
の
畑
で
じ
い
さ
ん
が
穴
の
中
に

に
ぎ
り
飯
を
こ
ろ
が
し
、

玄同い。

に
ぎ
り
飯
を

追
っ
て
穴
の
中
に
入
っ
て
い
く
と
歌
が
開

こ、ぇ、

そ
こ
は
、
ネ
ズ
ミ
の
諦
土
だ
っ
た
と

い
う
話
で
、

「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
と

い
う
題
で
童
話
化
さ
れ
て
い
る
。

子
年
ぐ
ら
い
に
し
か
多
く
を
語
ら
れ
な

い
ネ
ズ
ミ
達
で
す
が
、
年
初
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
こ
の
タ
フ
な
生
き
物
と
の
関
係
を

見
直
す
と
と
も
に

こ
の
一
年
を
有
意
義

に
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。
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迎
え
ま
し
た
四
国

やねばし

目
の
子
年
、
幼
児
期
、

少
年
期
、
青
年
期
を

駆
け
抜
け
て
、
今
や

正
に
中
年
期
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
代
、
無
意

味
に
過
ご
し
た
時
間
の
多
か
り
し

こ
と
、
取
り
返
せ
る
も
の
な
ら
取

り
返
し
た
い
。
少
年
期
に
は
、

つ
ま
で
も
少
年
で
い
た
い
と
も
思 し〉

う
。
青
年
期
に
は
、
若
い
と
き
は

二
度
な
い
、
青
春
を
謡
歌
し
た

い
、
中
年
に
は
成
り
た
く
な
い
と

も
思
い
は
し
た
が
、

い
つ
の
間
に

か
中
年
真
只
中
。
確
か
に
若
い
時

は
一
度
し
か
な
い
が
、
中
年
も
一

度
し
か
な
い
、
老
年
だ
っ
て
一
度

し
か
な
い
。
中
年
期
に
な
っ
た

今
、
私
は
中
年
に
は
中
年
の
良
さ

が
あ
る
。
若
い
噴
に
は
味
わ
え
な

か
っ
た
人
生
の
喜
び
と
悲
し
み
を

し
み
じ
み
と
噛
み
し
め
て
い
る
最

近
で
あ
る
。
人
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の

段
階
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
違
っ
た

コ
ク
が
あ
る
。

次
の
五
回
目
の
子
年
は
老
年
で

あ
る
。
老
年
に
な
れ
ば
老
年
の
特

有
な
人
生
の
喜
が
と
悲
し
み
を
味

わ
い
な
が
ら
生
き
た
い
と
年
男
は

(
梅
木
)

回ん

γ
っ。



一
月
定
例
会
お
わ
る

補
正
予
算
一
ト
向
日
日
九
一
一
一
、
五
O
一
一
千
円

(2) 

村
議
会
十
一

平成 8年 1月25日

去
る
十
二
月
二
十
二
日
に
、
平

成
七
年
第
四
回
河
辺
村
議
会
定
例

会
が
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

全
議
員
出
席
の
も
と
、
山
本
議

員
外
二
名
の
議
員
一
般
質
問
に
引

き
続
き
、
村
長
提
出
の
六
議
案
、

お
よ
び
梅
木
議
員
紹
介
の
請
願
二

件
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
村
長
提

出
の
六
議
案
は
、
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
、
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ

る
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
、
政
治
倫
理
の
確
立
の
た

め
の
河
辺
村
長
の
資
産
等
の
公
開

に
関
す
る
条
例
の
制
定
、
一
般
会

計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険
事

業
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
、
国

民
健
康
保
険
施
設
勘
定
特
別
会
計

補
正
予
算
の
六
件
で
全
議
案
原
案

の
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
き
れ
た
議
案
の
う
ち
、
河

辺
村
長
の
資
産
公
開
に
関
す
る
条

例
は
今
回
初
め
て
制
定
す
る
も
の

で
、
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

国
会
議
員
の
資
産
等
の
公
開
等
に

関
す
る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
村

長
の
資
産
等
の
公
聞
に
関
し
必
要
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O
七
千
円

な
事
項
を
定
め
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
愛
媛
県
社
会
福
祉
保
障

推
進
協
議
会
か
ら
請
願
の
あ
り
ま

し
た
「
国
民
の
願
い
に
答
え
る
公

的
介
護
保
障
制
度
の
拡
充
等
に
関

す
る
請
願
」
と
「
入
院
給
食
の
患

者
負
担
の
自
治
体
助
成
を
求
め
る

請
願
」
は
い
ず
れ
も
賛
成
者
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
三
名
の
議
員
か
ら

一
般
質
問
が
あ
り
、
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

山
本

雅
久
議
員

①
自
然
環
境
保
護
対
策
に
つ
い
て

〔
村
長
答
弁
〕

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
成

七
年
度
か
ら
。
流
域
森
林
総
合
整

備
事
業
。
を
実
施
し
て
お
り
、
こ

れ
は
す
べ
て
の
森
林
施
業
が
補
助

対
象
事
業
と
な
り
、
個
人
負
担
が

業
種
に
よ
っ
て
異
な
1
4
五
%
程

度
に
な
り
ま
す
が
、
さ
ら
に
村
単

独
で
一
五
%
の
補
助
を
行
っ
て
、

実
質
個
人
負
担
は
三
O
%
で
施
業

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す。
な
お
、
間
伐
の
補
助
対
象
外
に

つ
い
て
は
、
村
単
独
で
一
同
四
万

一
一
一
千
円
の
補
助
を
行
っ
て
間
伐
の

促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

林
業
に
対
す
る
単
独
補
助
は
、
県

下
で
も
例
を
見
な
い
く
ら
い
さ
ま

ざ
ま
な
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
森

林
の
総
合
的
な
整
備
は
も
ち
ろ

ん
、
翠
揖
保
護
対
策
に
も
配
慮
し

た
モ
デ
ル
林
も
作
っ
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

清
水

吉
則
議
員

①
河
辺
村
修
学
生
保
護
者
貸
付
金

の
返
還
期
簡
を
、
現
行
の
六
年

以
内
を
月
額
二
万
円
に
増
額
さ

れ
た
方
を
対
象
に
十
年
以
内
に

改
正
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
保
護

者
要
件
に
つ
い
て
も
、
短
期
大

学
生
及
び
大
学
生
に
つ
い
て
も

受
け
ら
れ
る
よ
う
改
正
し
て
ほ

し
い
。

〔
教
育
長
答
弁
〕

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
河
辺
村

修
学
生
保
護
者
貸
付
金
貸
付
審
査

会
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
早
急
に

会
を
開
き
、
審
査
会
の
意
見
を
ま

と
め
た
う
え
で
、
財
政
的
な
こ
と

も
あ
り
村
長
と
よ
く
協
議
し
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

梅
木
加
津
子
議
員

①
林
業
会
社
設
立
の
た
め
の
検
討

委
員
会
を
つ
く
り
具
体
化
し
て

い
く
お
つ
も
り
は
な
い
か
。

〔
村
長
答
弁
〕

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
農
業

と
林
業
を
含
め
た
農
林
業
会
社
を

設
立
の
方
向
で
現
在
検
討
を
い
た

し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
検
討

委
員
会
を
設
置
い
た
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
(
補
足
・
現
在

の
森
林
組
合
の
状
況
が
落
ち
着
く

ま
で
、
し
ば
ら
く
時
聞
が
必
要
と

成
っ
て
お
り
ま
す
。
)

②
特
考
ホ
l
ム
建
設
に
あ
た
っ
て

の
現
状
を
お
し
え
て
下
さ
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

現
在
、
肱
川
町
と
汚
辺
村
の
ニ

町
村
共
同
に
よ
り
、
大
洲
喜
多
特

別
養
護
老
人
ホ

i
ム
事
務
組
合
の

事
業
と
し
て
平
成
十
年
度
措
置
開

始
を
め
ざ
し
、
本
格
的
な
計
画
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。

③
審
議
会
へ
の
女
性
の
参
画
を
増

う
し
て
ほ
し
い
。

〔
村
長
答
弁
〕

男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
形
成

は
時
代
の
流
れ
で
も
あ
り
、
そ
の

必
要
性
は
私
も
十
分
認
識
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
各
委
員
の
任
期
満

了
の
際
に
は
、
女
性
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
検

討
し
、
ご
質
問
の
趣
旨
に
添
い
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

④
地
方
分
権
大
綱
に
よ
る
行
革
大

綱
の
村
長
の
所
見
と
現
段
階
の

対
応
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。

〔
村
長
答
弁
〕

地
方
分
権
の
推
進
が
時
代
の
大

き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
今
日
、

村
の
果
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
社
会

経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た
簡

素
で
効
率
的
、
民
主
的
な
行
政
の

確
立
に
向
け
て
改
革
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
地
方
行
革
を
住
民
の

理
解
と
協
力
の
も
と
に
推
進
す
る

た
め
、
村
政
に
つ
い
て
優
れ
た
識

見
を
有
す
る
十
三
名
の
方
々
を
任

命
し
、
河
辺
村
行
政
改
革
推
進
委

員
会
を
設
置
し
、
行
政
改
革
の
推

進
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審

議
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
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お
ゆ
で
邑
事
昆
密
室
ず
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長彰こ
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彰工 E更
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授のの
与方さ
さが Z
4日記
ま本方
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A 臣

す
農
林
水
産
大
臣
表
彰

女
自
治
大
臣
感
謝
状

機器

会
日
本
P
T
A
会
長
表
彰
、

a晶

古野青弘氏 清昭氏本門奨氏請回

昨
年
一
ド
七
日
に

発
生
し
た
阪
神
・
淡
路

大
震
災
は
死
者
が
五
千

人
を
超
え
る
な
ど
、
戦

後
最
大
の
被
害
と
な
り

ま
し
た
c

そ
こ
で
、
様
々

な
分
野
で
の
住
民
の
自

主
的
な
防
災
活
動
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
重

要
な
役
割
を
果
し
た
こ

と
を
受
け
政
府
は
、
毎

年
一
月
十
七
日
を
「
防

災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」

1
1
1
1

一
月
十
五
日

1
一
月
二

十
一
日
を
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
と
し
、
防
災
意
識
の
高

携
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

非常用食糧備蓄について

河
辺
で
も
そ
の
一
環
と
し
て
防

災
計
画
に
基
づ
い
て
、
非
常
用
食

糧
の
備
蓄
を
補
正
予
算
化
し
、
購

入
し
て
、
も
し
も
の
時
に
備
え
て

お
り
ま
す
。

ア
ル
フ
ァ
米
・
乾
パ
ン
な
ど
保

存
期
間
三
年
か
ら
五
年
の
物
で
、

百
名
が
六
日
間
生
活
で
き
る
量
で

す。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
隣
近

所
と
の
自
主
防
災
活
動
に
取
り
組

ん
だ
り
、
家
庭
に
お
い
て
も
こ
の

様
な
事
態
に
備
え
て
、
緊
急
物
資

や
非
常
時
持
ち
出
し
品
の
家
族
の

役
割
分
担
、
避
難
場
所
、
連
絡
方

法
な
ど
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

占
H

~非常用食糧の数々~

。
ニ
宮
平
八
(
坂
本
)

S
十
一
年
生
れ

(ω
歳
)

今
年
の
抱
負

大
台
に
乗
っ
た
私
で
は
あ
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
今
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

"縛
"罵"

~，灘C~~
家主

選""，
"み
"隠"

:::Ziiil 
じ
ぉ

今
年
は
、
子
年
で
す
。
河
辺
村
に
は
十
ニ
歳
が
十
名
、
二
十
四

歳
が
六
名
、
三
十
六
歳
が
十
三
名
、
四
十
八
歳
が
十
一
名
、
六
十

歳
が
三
十
名
、
七
士
一
歳
が
ニ
十
八
名
、
八
十
四
歳
が
六
名
、
九

十
六
歳
が
二
名
の
計
百
六
名
の
年
男
・
年
女
の
方
が
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
の
七
名
の
方
に
今
年
の
抱
負
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

0
富
永
勇
太
(
植
松
)

S
五
十
九
年
生
れ
(
ロ
歳
)

今
年
の
抱
負

勉
強
と
ス
ポ
ー
ツ
を
が
ん
ば
る
。

。
上
川
靖
睦
(
帯
江
)

S
四
十
七
年
生
れ
(
剖
歳
)

今
年
の
抱
負

自
分
の
目
標
を
し
っ
か
り
と
見

つ
け
、
一
日
一
日
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

。
新
田
し
の
ぶ
(
川
崎
)

S
三
十
五
年
生
れ
(
お
歳
)

今
年
の
抱
負

妻
ら
し
く
、
母
親
ら
し
く
、
，
k
J

ち
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
一
日
一

日
を
大
切
に
過
ご
す
。

。
木
本
喜
久
栄
(
植
松
)

S
二
十
三
年
生
れ
(
川
町
歳
)

今
年
の
抱
負

家
族
全
員
が
健
康
で
あ
り
ま
す

よ
〉
フ
に
。

。
佐
伯
里
子
(
天
神
)

T
十
三
年
生
れ

(η
歳
)

今
年
の
抱
負

世
界
の
平
和
と
自
分
の
健
康
を

祈
り
、
次
に
還
暦
を
引
記
念
し
て

始
め
た
旅
が
一
回
で
も
長
く
続

け
ら
れ
る
よ
う
一
日
一
日
を
爽

や
か
に
過
ご
し
た
い
で
す
。

0
中
山
義
高
ー
(
熊
の
坂
)

T
元
年
生
れ
(
制
捜
)

今
年
の
抱
負

私
は
、
八
十
路
半
ば
と
な
り
、

何
を
計
画
し
て
も
実
行
は
至
難

で
あ
る
が
、
健
康
で
平
凡
な

日
々
を
過
ご
せ
れ
ば
満
足
で

す。
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)交通安全祈願祭 j

平成8年 1月25日

「
年
末
年
始
ゆ
っ

く
り
・
ゆ
っ
た
り
、

ゆ
と
り
の
運
転
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
年
末

年
始
の
交
通
安
全
県

民
運
動
が
十
二
月
二

十
一
日
か
ら
一
月
十

日
ま
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
期
間
中
の

十
二
月
二
十
七
日
に

交
通
安
全
祈
願
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
祈

願
祭
は
、
今
年
で
十
回
目
を
数

え
、
村
内
外
の
交
通
安
全
関
係
者

多
数
の
参
列
を
頂
き
ま
し
た
。

又
、
今
回
も
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
し

め
縄
、
河
辺
中
学
校
生
徒
か
ら
折

り
鶴
を
彊
き
、
こ
れ
に
全
員
で
交

通
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。
祈
願

祭
終
了
後
、
交
通
茶
屋
を
開
き
、

み
ん
な
の
願
い
が
こ
も
っ
た
「
し

め
縄
」
と
「
折
り
鶴
」
を
道
ゆ
く

./'，ミわカλ第 111号

~交通事故0でありますように~

~ご苦労さまでした~

ド
ラ
イ
バ
ー
に
配
布
し
て
、
交
通

安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

交
通
安
全
は
、
私
達
一
人
ひ
と

り
が
交
通
社
会
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
が
あ
っ
て
、
初
め
て

達
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
で
も
、
痛
ま

し
い
交
通
事
故
の
現
状
を
改
め
て

ご
認
識
頂
き
、
一
人
ひ
と
り
が
交

通
安
全
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う

心
構
え
の
う
え
、

一
、
運
転
す
る
と
き
は
、

ド
を
控
え
る
。

二
、
車
に
乗
る
と
き
は
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
正
し
く
着
用
。

一
ニ
、
夜
間
に
外
出
す
る
と
き
は
、

特
に
高
齢
者
の
方
は
十
分
注

意
す
る
。

ス
ピ
i

を
守
り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ら
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

河

辺

小

学

校

去
る
十
二
月
十
日
、
幼
稚
園
小

学
校
の
学
芸
会
が
行
わ
れ
ま
し

た。
今
年
は
、
年
少
児
六
名
、
年
長

児
四
名
、
計
十
名
と
人
数
も
少
な

く
、
少
々
不
安
な
と
こ
ろ
も
あ
っ

た
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、

そ
ん
な
教
師
の
不
安
も
よ
そ
に
音

楽
で
は
、
自
分
よ
り
も
大
き
い
太

鼓
を
力
一
杯
叩
き
、
ダ
ン
ス
で

は
、
三
角
幡
子
を
か
ぶ
り
、
か
わ

い
い
つ
く
し
ん
ぽ
に
な
っ
て
、
舞

河

辺

中

学

校
~上手に歌えました~

踊
劇
で
は
少
々
緊
張
し
な
が
ら
も
、

元
気
一
杯
楽
し
ん
で
学
芸
会
に
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

学
芸
会
の
終
わ
っ
た
今
で
も
カ

セ
ッ
ト
を
か
け
、
自
分
達
で
役
を

決
め
、
踊
り
の
ふ
り
を
考
え
て
自

分
達
の
学
芸
会
ご
っ
こ
を
楽
し
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て

も
心
に
残
る
学
芸
会
だ
っ
た
の
だ

な
と
教
師
一
同
う
れ
し
く
思
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
の
皆
様

に
は
、
ご
協
力
・
ご
観
覧
い
た
だ

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。去

る
十
一
月
二
十
三
日
、
中
学

校
恒
例
の
文
化
祭
が
行
わ
れ
ま
し

た。
ま
ず
、
午
前
中
の
全
体
発
表
で

植
松
・
大
伍
地
区
の
生
徒
に
よ
る

地
域
体
験
学
習
の
発
表
が
あ
り
、

改
め
て
自
分
達
が
住
ん
で
い
る
地

域
を
見
直
し
、
そ
の
良
さ
を
発
見

し
ま
し
た
。

次
に
学
級
旗
や
合
唱
な
ど
の
ク

ラ
ス
で
の
発
表
、
選
択
教
科
(
理

科
)
の
発
表
と
ど
れ
も
真
剣
で
好

感
の
も
て
る
す
ば
ら
し
い
内
容
で

し
た
。宝
く
じ
は
三
年
生
の
松
下
さ
ん

が
4

・
二
等
の
両
方
が
当
た
り
、

~ゃったね/~

カ
ラ
オ
ケ
大
会
で
は
、
放
送
設
備

に
も
負
け
ず
、
み
ん
な
の
拍
手
で

盛
り
上
が
り
、
な
か
で
も
三
年
生

の
増
本
君
は
、
み
ん
な
を
楽
し
ま

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
保
護
者
の
方
々

に
作
っ
て
頂
い
た
「
炊
き
込
み
お

に
ぎ
り
」
や
生
徒
達
が
一
番
熱
心

に
準
備
し
た
楽
し
く
お
い
し
い
催

し
物
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

最
後
は
山
鳥
坂
地
区
に
伝
わ
る
鎮

縄
神
楽
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

楽
し
く
、
有
意
義
な
一
日
で
し

た
。
今
年
の
十
一
月
二
十
三
日
に

は
、
是
非
皆
様
お
い
で
下
さ
い
。
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分
館
対
抗
レ
ク
パ
レ

i

卓

球

大

会

Jて

十
一
月
二
十
六
日
、
河
辺
中
学

校
体
育
館
に
お
い
υ
て
、
分
館
対
抗

レ
ク
パ
レ

1

・
卓
球
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

す。

平成8年 1月25日

。
レ
ク
バ
レ
ー

〈
男
子
の
部
〉
〈
女
子
の
部
〉

一
位
坂
本
分
館
坂
本
分
館

二
位
大
伍
分
館
大
伍
分
館

三
位
植
松
分
館
植
松
分
館

四
位
北
平
分
館
北
平
分
館

。

卓

球

一
位
植
松
分
館

二
位
坂
本
分
館

三
位
大
伍
分
館

四
位
北
平
分
館

(5) 

植
松
分
館

坂
本
分
館

北
平
分
館

大
伍
分
館

皆
さ

じ
気
づ
き

で
す
か
。
ふ
る
さ
と

の
宿
入
口
近
く
に
あ

替る
こえ花
のら壇
花れの
壇丈花
は 5J が

平手檀
。え

人
会
に
よ
り
年
二
回

植
え
替
え
が
行
わ
れ

て
お
り
、
今
回
も
十

一
一
月
七
日
、
婦
人
会

役
員
を
中
心
と
し
た

九
名
の
会
員
の
方
に

植
え
替
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
、
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
-
農
業
構

造
改
善
セ
ン
タ
ー
・
基
幹
集
落
セ

ン
タ
ー
な
ど
各
公
共
施
設
に
皆
様

に
美
し
い
花
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

こ
う
と
、
当
日
は
み
ぞ
れ
の
降
る

悪
天
候
の
中
で
の
作
業
と
な
り
ま

し
た
が
、

テ
キ
パ
キ
と
苗
が
植
え

ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

管
理
に
関
し
て
は
、
水
や
り

等
、
ご
近
所
の
方
々
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

葉
ボ
タ
ン
約
三
百
本
、
パ
ン

ジ
ー
約
五
百
本
の
苗
が
春
に
は
色

と
り
ど
り
に
花
開
く
の
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
て
下
さ
い
。

最
後
に
婦
人
会
の
皆
様
、
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

~お疲れさまでした~

戸
籍
手
数
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

平
成
8
年
1
月
1
日
か
ら
、
戸
籍
の
謄
抄
本
等
の
交
付
に
要
す
る
手

数

料

の

額

が

改

定

さ

れ

ま

し

た

。

河

辺

村

役

場

住

民

課

申 請 内 全~ヨ~ 改定前 改定後

①戸籍謄抄本又は記録事項証明書
400円 450円

1通

②徐籍の謄抄本又は記録事項証明書
700 750 

1通

③戸籍に記載した事項に関する証明
300 350 

証明事項 1件

④除籍に記載した事項に関する証明
400 450 

証明事項 1件

⑤届出.$誇の受理証明書又は届書
300 350 

その他の書類の記載事項の証明書

1通

⑥上質紙を用いた受理証明書 l通
1，300 1， 400 

(婚姻・離婚・養子縁組・養子離縁

又は認知の届出)

⑦届書その他の書類の閲覧
300 ! 350 

書類l件

…一一漆………
…………ゃ狭山
一一……。………
………ッ…………

…………固…………
一一義
一…一敏……
……級一一一
………匿………

戸籍手数料一覧表

国
の
教
育
口
I
ン
年
金

教
育
資
金
貸
付

と
の
貸
付
制
度
は
、

年
金
積
立
金
を
原
資
と

し
た
還
元
融
資
の
一
環

と
し
て
、
厚
生
年
金
保

険
及
び
国
民
年
金
に
十

年
以
上
加
入
し
て
い
る

方
が
入
学
時
や
在
学
中

の
教
育
費
を
低
利
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
す
。

ま
た
、
こ
の
貸
付
は
、

国
民
金
融
公
庫
の
一
般

教
育
ロ

1
ン
と
の
併
用

も
で
き
ま
す
。

〈
融
資
金
額

V

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

厚
生
年
金
保
険
加
入
中
の
方

百
万
円
以
内

国
民
年
金
加
入
中
の
方

五
十
万
円
以
内

〈
融
資
利
率
〉

年
三
・
二
五
%

(
平
成
七
年
十
一
月
十
一
日
現
在
)

〈
返
済
期
間

V

八
年
以
内
(
据
置
期
間
ほ
在
学
期

間
内
で
最
長
四
年
)

八
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

鮒
愛
媛
県
年
金
福
祉
協
会

宮

O
八
九
|
九
四
一

i
七
六
六
七



骨
髄
移
植
は
、
白
血

病
や
重
症
再
生
不
良
性

貧
血
な
ど
の
血
液
難
病

患
者
に
対
す
る
治
療
法

と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
移
植
を
行
う
に

は
骨
髄
提
供
者
と
患
者

間
で
白
血
球
型
を
一
致

さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、

兄
弟
姉
妹
間
で
四
分
の

一
の
確
立
、
非
血
縁
者

間
で
は
五
百
人
か
ら
数

万
人
に
一
人
と
極
め
て

低
い
確
率
で
あ
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
財
団
法
人
骨
髄
移

植
推
進
財
団
が
中
心
と
な
っ
て
、

全
国
で
当
面
十
万
人
の
骨
髄
提
供

希
望
確
保
を
目
標
に
広
く
国
民
に

対
し
て
募
集
運
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。骨
髄
パ

ン
ク
へ
の

登
録
受
付

は
、
次
の

施
設
で
実

施
し
て
お

り
ま
す
の

で
、
皆
様

方
の
ご
理

解
・
ご
協

力
を
お
願

い

し

ま

す。

(6) 

|骨髄パンク登録について|

平成8年 1月25日'"ミわヌう込第 111号

施設名 開設日 同 合せ 先 電話番号

西条中央保健所 月曜日
西条市神拝甲150-1

0897-56-1300 
保健予防課医務係

宇和島
火曜日

宇和島市天神町7-1
0895-22-5211 

中央保健所 保健予防諜医務係

愛媛県骨髄 月曜臼 松山市局商町80-1
089-973-0700 

データセンター 水曜日 愛媛県赤十字血液センター内

年
金
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か
。

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
で

す。
皆
さ
ん
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
ま
し
た
か
。

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
保
険

料
は
給
料
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す

が
、
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
ご

自
分
で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す。
も
し
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
る
と
、
事
故
や
病
気
に
な
っ
た

と
き
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に

な
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
役
場

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
に
よ

り
、
納
付
期
限
ま
で
に
き
ち
ん
と

納
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

老
後
や
万
一
の
事
故
の
と
き
、

一
番
た
よ
り
に
な
る
の
が
年
金
で

す。
納
め
忘
れ
は
な
い
か
、
も
う
一

度
お
確
か
め
下
さ
い
。

ま
た
、
免
除
申
請
を
さ
れ
て
い

て
も
、
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

少
し
で
も
多
く
の
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
お
確

か
め
下
さ
い
。

l共同語調誠Dj 部

落

募

金 平
成
七
年
度
の
共
同

募
金
運
動
が
昨
年
十
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま

し
た
。村
民
の
皆
様
の
絶
大

な
ご
協
力
を
得
て
、
左

記
の
と
お
り
実
績
を
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た。一
四
九
、

七

O
O円

法

人

募

金
三
八

O
、
0
0
0円

職
域
募
金
(
パ
ッ
チ
募
金
)

一
六

O
、
0
0
0円

個

人

募

金三

O
、
0
0
0円

街
頭
募
金
(
村
民
運
動
会
時
)

一
三
一
、
七
二
八
円

..6. 
1=1 

E
T
 
--=同
七
七
A

-

A

、
四
二
八
円

こ
の
募
金
は
、
老
人
福
祉
、
身

体
障
害
者
福
祉
、
母
子
、
寡
婦
福

祉
、
児
童
福
祉
に
有
効
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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迎

春

幸
多
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
吉
心

よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す

平成8年 1月25日

カ
噛
む
こ
と
の
す
す
め

物
を
噛
む
と
い
う
行
為
に
は

食
物
を
小
さ
く
砕
く
こ
と
、
だ

液
の
分
日
泌
を
促
進
す
る
働
き
が

あ
り
ま
す
。
だ
液
は
食
物
が
の

ど
を
通
過
し
や
す
く
す
る
だ
け

で
な
く
、
だ
液
中
に
含
ま
れ
る

消
化
酵
素
に
よ
っ
て
消
化
を
助

け
ま
す
。
又
、
よ
く
噛
む
こ
と

に
よ
っ
て
あ
ご
が
動
く
と
脳
の

血
行
が
よ
く
な
り
、
顔
の
筋
肉

の
働
き
も
よ
く
な
り
ま
す
。

虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
で
抜
け
た

り
、
す
り
減
っ
た
歯
を
そ
の
ま

ま
に
す
る
と
、
食
物
を
噛
み
砕

く
こ
と
も
味
わ
っ
て
、
お
い
し

く
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
若
い
頃
か
ら
歯
の
健
康
に

(7) 

注
意
し
、
八
十
歳
で
こ
十
ふ
本
ぐ
ら

い
自
分
の
歯
が
残
る
よ
う
早
め
の

手
当
て
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
歯

を
失
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
入
れ
歯

を
作
り
、
噛
む
力
を
回
復
さ
せ
、

心
身
の
老
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

カ
救
急
の
手
当
て

(
)
脳
卒
中
で
倒
れ
た
時

i

脳
卒
中
で
急
に
意
識
不
明
に

陥
っ
た
り
、
半
身
不
随
な
ど
の
重

症
の
症
状
が
で
た
ら
、
す
ぐ
に
救

急
車
を
呼
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

救
急
車
を
呼
ぶ
時
は
「
い
つ
、
ど

ん
な
状
態
で
、
ど
こ
で
倒
れ
た

か
、
今
は
ど
ん
な
状
態
か
」
な
ど

病
状
も
伝
え
て
下
さ
い
。
救
急
車

の
到
着
ま
で
に
行
う
応
急
処
置
の

ポ
イ
ン
ト
は
、

①
安
全
に
寝
か
せ
ら
れ
る
場
所
に

運
ぶ
。
ト
イ
レ
や
風
呂
、
道
路

な
ど
狭
い
場
所
や
危
険
な
場
所

で
倒
れ
た
と
き
は
、
広
く
て
安

全
な
場
所
に
移
す
の
が
原
則
で

す
。
患
者
の
首
や
頭
が
ぐ
ら
ぐ

ら
し
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
支

え
て
運
び
ま
し
ょ
う
。

②
あ
お
向
け
に
寝
か
せ
る
。
呼
吸

が
楽
に
で
き
る
よ
う
あ
お
向
け

に
寝
か
せ
、
衣
服
を
ゆ
る
め
、

肩
の
下
に
低
い
枕
を
あ
て
た
り

し
て
、
息
が
し
や
す
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
高
い
枕
は
避
砂

て
下
き
い
。

③
幅
吐
し
て
い
る
時
は
顔
を
横

向
き
に
す
る
。
吐
い
た
も
の

が
気
管
に
つ
ま
り
窒
息
し
な

い
よ
う
に
、
顔
を
横
向
き
に

し
て
寝
か
せ
ま
し
ょ
う
。

ム
以
降
圧
剤
Q
&
A

Q
「
降
圧
剤
」
(
高
血
圧
の
薬
)

は
飲
み
始
め
る
と
一
生
飲
み
続

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
?

A
重
症
や
中
等
症
の
高
血
圧
、

脳
や
心
臓
、
腎
臓
に
障
害
、
が
あ

る
人
は
、
薬
を
飲
み
続
け
る
べ

き
で
す
が
、
軽
症
で
危
険
因
子

も
な
い
場
合
に
は
、
食
事
(
減

塩
な
ど
)
や
生
活
習
慣
の
改
善

に
よ
っ
て
血
圧
が
正
常
化
し
、

降
圧
剤
の
服
用
を
や
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
、
自
分
勝
手

に
や
め
て
は
い
げ
ま
せ
ん
。
医

師
と
棺
談
し
な
が
ら
、
そ
の
指

示
に
従
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

交
感
染
症
情
報

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
疾
患
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
人
の
交
流

の
増
加
に
伴
い
、
流
行
も
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
健
康
管
理
を
し

て
下
さ
い
。

瞳
吐
下
痢
症
も
多
発
し
て
い

ま
す
。

①
適
度
な
運
動
・
栄
養
・
休
養

を
と
り
体
力
を
つ
け
る
。

②
で
き
る
だ
け
、
人
込
み
は
避

け
、
外
出
後
は
う
が
い
を
す

る。

③
か
ぜ
気
味
の
時
は
、

休
み
受
診
す
る
。

早
め
に

J

A
愛
媛
共
済
連
よ
り

十
月
二
十
七
日
、

J
A
愛
媛
共

済
連
か
ら
交
通
事
故
対
策
事
業
と

し
て
、
地
域
の
救
命
活
動
に
役
立

て
て
も
ら
お
う
と
、
大
洲
地
区
広

域
消
防
事
務
組
合
消
防
本
部
に
救

急
車
一
台
が
寄
贈
さ
れ
、
川
上
支

署
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、

J
A
、
グ
ル
ー
プ

が
実
施
し
て
い
る
自
動
車
損
害
賠

償
責
任
共
済
決
算
剰
余
の
一
部

と
、
こ
れ
を
原
資
と
し
て
積
み
立

て
ら
れ
た
交
通
事
故
対
策
基
金
の

救
急
車
の
贈
呈

利
息
を
財
源
と
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
の
融
資
で

事
業
を
行
い
ま
し
た

八
幡
浜
・
大
洲
地
区
広
域
市
町

村
圏
組
合
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
と
体
力
の
向
上
の
た
め
に
、
昨

年
度
か
ら
今
年
八
月
に
か
け
て
、

大
洲
市
平
野
町
に
あ
る
八
幡
浜
・

大
洲
地
区
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

の
全
面
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
厚
生
年
金
、
国

民
年
金
積
立
金
の
還
元
融
資
を
受

け
て
、
約
六
千
六
百
万
円
で
整
備

さ
れ
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
お
気

軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

~川上支署に配備された救急車~~きれいになりました~
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火
災
予
防
に
つ
い
て

平成8年 1月25日

本
年
度
も
春
季
全
国
火
災
予
防

運
動
を
三
月
一
日
か
ら
三
月
七
日

ま
で
の
七
日
間
、
統
一
標
語
を
「
災

害
に
備
え
て
、
日
頃
の
火
の
用

心
」
と
し
て
実
施
い
た
し
ま
す
。

こ
の
時
季
は
、
特
に
空
気
が
乾
燥

し
、
ま
た
、
風
の
強
い
日
が
多
い

と
と
か
ら
、
火
災
が
発
生
し
や
す

く
、
ひ
と
た
び
火
災
が
発
生
す
る

と
、
延
焼
拡
大
す
る
危
険
性
が
極

め
て
高
い
の
で
、
た
き
火
等
火
気

を
使
用
の
際
は
、
消
火
用
具
の
備

え
付
け
、
監
視
を
励
行
す
る
な
ど

細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

Jミわカλ
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日
本
自
動
車
連
盟
の
シ

l
ト
ベ

ル
ト
着
用
率
調
査
で
は
、
全
国
的

に
向
上
し
て
い
る
な
か
、
本
県
は

五
十
二
・
二
%
と
昨
年
よ
り
一
・

四
%
低
下
し
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
九

位
と
低
迷
し
て
お
り
ま
す
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
と

正
し
い
運
転
姿
勢
を
保
つ
こ
と
が

で
き
、
疲
労
軽
減
の
役
割
も
呆
し

ま
す
。皆
さ
ん
、
車
に
乗
る
と
き
は
、

必
ず
シ

1
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま

し
ょ
〉
フ
。

今
年
も
昨
年
同
様
、

各
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の

皆
様
に
よ
り
、
竹
帯
九

十
八
本
と
雑
巾
ニ
百
一

枚
を
頂
き
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
早
速
そ
の
善
意
の

気
持
ち
を
伝
え
る
と
と

も
に
村
内
各
公
共
施
設

へ
届
け
ま
し
た
と
こ

ろ
、
各
施
設
の
皆
様
か

ら
喜
び
の
言
葉
が
か

え
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

一
十
縛
線
数
臨
時
一
級
…
液
中
川
叫
ん
滅
一
倒

同
和
対
策
基
本
法

(
仮
称
)
案
と
は

「
残
さ
れ
た
差
別
の
実
態
」

第
二
の
実
態
と
し
て
、
部
落

問
題
の
解
決
に
と
っ
て
最
も
重

要
な
仕
事
保
障
や
教
育
の
向
上

な
ど
の
改
善
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

一
例
と
し
て
、
生
活
保
護
受
給

の
状
況
を
み
ま
す
と
、
部
落
の
受

給
率
は
全
体
の
約
七
O
%
を
占

め
て
お
り
、
そ
れ
が
こ
こ
十
数
年

来
、
変
化
し
て
い
な
い
と
い
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
部
落
の
中

の
生
活
保
護
受
給
者
を
分
析
す

ーす⑧+;⑧
!?ω
争

中

ほ

の

ぼ

の

と

昇

る

初

日

を

仰

ぎ

つ

つ

キ

M

平

和

な

光

賜

わ

れ

と

祈

る

国

井

ミ

ネ

ヲ

門

的

新

春

の

第

一

日

用

雪

ふ

み

て

い

坤

親

子

と

詰

る

晴

れ

や

か

な

朝

関

井

恵

美

子

中

+

寒

巳

入

れ

ど

若

葉

伸

び

い

る

如

く

見

ゆ

ふ

J
q

た
〈
ま

ゆ

泰

山

木

の

還

し

き

檎

増

本

喜

久

男

恥

や

や

こ

の

冬

に

み

ま

か

り

し

人

多

く

あ

り

キ

せ
い

付

幾

年

ぶ

り

の

寒

波

の

故

か

佐

伯

範

男

い

い

吹

雪

く

中

獄

を

追

い

か

付

紘

一

点

ら

件

付
声
は
ず
ま
せ
て
員
舟
か
い
を
ゆ
く
山
本
力
、
ン
子
竹

崎

病

み

て

よ

り

も

道

一

筋

に

生

き

て

き

し

ゅ

ゆ

や

厄

年

の

瀬

に

逝

き

し
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一
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同
Mmw

る
と
、
高
齢
者
の
占
め
る
比
率
が

大
半
で
す
が
、
そ
の
理
由
の
一
っ

と
し
て
、
教
育
の
機
会
均
等
が
保

障
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
露

骨
な
就
職
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
退
職
金
や
年
金
を
も
ら

え
る
よ
う
な
安
定
し
た
職
に
就
く

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

従
っ
て
「
仕
事
保
障
の
課
題
」

と
し
て
、
け
就
職
差
別
の
解
消
同

教
育
の
機
会
均
等
の
保
障
等
が
あ

げ
ら
れ
、
今
後
、
本
格
的
に
取
り

組
ん
で
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
で
あ
り
ま
す
。

第
三
の
実
態
と
し
て
、
悪
質
な

差
別
事
件
が
跡
を
た
た
な
い
と
い

う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

料
亭
品
単
虫
v
d
M
v
a
x
v
臣
事

例
え
ば
、
「
全
国
の
相
次
ぐ

差
別
事
件
」
(
部
落
解
放
基
本

法
制
定
要
求
国
民
運
動
中
央
実

行
委
員
会
編
)
に
よ
り
ま
す

と
、
一
九
八
九
年
に
起
こ
っ
た

か
取
り
組
ま
れ
た
差
別
の
事
件

の
特
徴
は
肘
結
婚
差
別
が
跡
を

経
た
な
い
。
的
部
落
出
身
者
を

採
用
し
な
い
企
業
。
例
学
校
、

特
に
高
校
に
お
け
る
差
別
事
件

の
多
発
、
同
公
務
員
に
よ
る
差

別
事
件
、
同
差
別
落
書
や
投

書
、
更
に
差
別
電
話
が
頻
発
し

て
い
る
等
々
が
あ
げ
ら
れ
ま
す

が
、
こ
れ
は
単
に
数
例
に
過
、
ぎ

ま
せ
ん
。
(
耳
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

河梅柴中
内木野野

消
息
一
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知
日
葉

会
お
誕
生
日
お
め
で
と
う

都
仁
(
植
松
)
父
雅
敬

母
千
意
子

人
以
末
な
が
く
お
幸
せ
に

「

奥

平

「
佐
々
木

秀
樹
(
百
合
苔
)

美
香
江
(
大
中
山
)

会
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亀繁定光
子晴美男

(

栄

)

邸

才

(
用
の
山
)
同
才

(
寺
簸
)
部
才

(
横
山
中
)
制
才

泌総省経


